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隷書研究グループで醜■に興じる村老人クラブ人たち

近
年
わ
が
ロ
の
人
口
構
成
は
、
医
事
の
進
歩
や
、

公
衆
衛
生
の
向
上
、
栄
養
の
改
書
に
ょ
り
人
Ⅶ
の
平

均
書
け
大
巾
に
伸
び
、
そ
れ
に
伴
っ
て
毛
や
人
口

も
増
加
し
て
、
そ
の
繊
向
は
士
す
ま
す
進
み
、
現
在

の
七
、
五
％
か
ら
、
昭
和
八
〇
年
代
に
は
一
四
、
四

％
（
総
理
府
、
8
四
八
、
■
査
）
の
二
倍
に
逢
す
る

予
想
さ
れ
て
お
り
、
今
や
毛
人
間
尾
は
書
を
社
会

間
慮
と
な
ゥ
て
お
り
ま
す
。

総
理
府
の
れ
童
に
よ
り
ま
す
と
昆
民
の
三
六
％
が

毛
後
の
生
活
に
ネ
安
七
感
じ
て
い
る
上
古
ネ
す
。

昨
年
の
金
口
高
合
着
一
万
人
集
会
．
か
集
束
で
開
か
れ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
決
め
ら
れ
た
運
動
方
針
は

「
生
活
の
で
き
ろ
年
金
セ
」
　
「
経
験
七
生
か
せ
る
仕

事
を
」
　
「
健
よ
を
守
れ
る
医
辞
せ
」
の
三
つ
が
上
げ

ら
れ
て
お
り
量
す
屯
ど
れ
も
身
に
つ
童
き
れ
る
間

劇
だ
と
思
い
ま
す
．

老
年
期
は
す
べ
て
の
人
々
に
必
す
訪
れ
ま
す
．
苦

い
人
た
ち
は
今
か
ら
毛
後
の
こ
と
に
患
い
セ
い
た
し

そ
の
生
活
設
計
を
ヲ
た
る
気
持
セ
t
I
と
共
に
、
老

後
の
し
あ
わ
せ
と
は
何
か
、
今
－
度
原
点
に
返
っ
て

考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。
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美しい自然を
とりもどすために・・・・

水
洗
便
所
の
設
置
を

急
ぎ
ま
し
ょ
う

九
月
十
日
は
全
国
下
水
道
デ
ー
で
す

九
月
十
日
は
、
公
書
な
防
ぎ
、
美

し
い
自
然
な
と
り
も
ど
す
た
め
に
、

「
下
水
道
建
投
を
急
ご
～
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ソ
に
第
十
四
回
全
国
下
水
道
促

進
デ
ー
と
し
て
、
下
水
道
の
建
設
と

普
及
を
促
進
す
る
運
動
が
、
日
、
都

道
府
県
、
市
町
村
を
主
体
と
し
て
展

開
さ
れ
ま
す
。

本
村
忙
お
い
て
も
下
水
道
の
建
設

推
進
を
図
る
と
共
に
、
払
た
ち
の
生

活
環
嬢
を
浄
化
し
、
公
書
を
防
ぎ
、

術
生
唱
文
化
的
都
市
を
建
設
す
る

た
め
、
下
水
道
を
活
用
し
た
排
水
設

備
の
設
■
讐
乱
を
促
進
し
た
い
と
思

い
士
す
の
で
、
村
民
各
位
の
下
水
道

に
対
す
る
認
識
と
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
顔
い
し

ま
す
。

◎
下
水
遭
纏
投
の
意
義

的
下
水
道
の
は
た
ら
き

下
水
道
は
、
都
市
計
画
k
お
い

て
遭
旦
公
膚
等
の
鍵
毅
豊
鷹
と

共
に
▲
雪
女
郡
市
施
設
を
形
成
す

る
も
の
で
あ
り
、
下
水
道
の
尭
嶺

は
広
く
私
た
ち
の
生
活
に
書
暮
し

た
施
設
で
あ
り
ま
す
．
す
覆
わ
も

払
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
か
ら
、

あ
も
い
け
生
産
、
曾
彙
遠
動
の
中

か
ら
発
生
す
る
、
す
べ
て
の
汚
水

（
台
範
　
フ
P
場
の
使
用
虎
水
、

便
所
、
産
業
廃
水
等
）
を
私
た
ち

個
人
▼
個
人
が
設
■
管
理
す
ろ
排

水
設
備
（
私
設
下
水
道
）
を
通
し

て
、
村
が
建
設
管
理
す
る
地
下
に

埋
設
し
た
公
共
下
水
道
管
繁
に
よ

っ
て
、
汚
水
が
私
た
ち
の
目
に
ふ

れ
る
こ
と
な
く
、
衛
生
唱
系
統

的
に
排
除
さ
れ
、
中
継
ポ
ン
プ
坤

等
の
補
完
旛
没
を
経
由
し
て
、
汚

水
終
末
処
理
場
に
透
り
、
浄
化
．

滅
菌
し
て
公
共
水
域
（
海
）
　
に
放

流
す
る
施
設
で
あ
り
、
私
た
ち
が

下
水
道
施
設
左
活
用
す
る
こ
と
に

ょ
巾
、
私
た
ち
の
生
活
圏
か
ら
ハ

エ
や
ヵ
の
発
生
源
で
あ
る
汚
水
を

追
放
し
、
伝
染
病
七
防
止
す
る
の

み
な
ら
t
比
相
川
等
の
汚
濁
を

防
ぎ
、
★
i
な
水
井
源
を
保
全
し

払
た
ち
の
生
活
環
境
の
浄
化
を
推

進
し
て
、
町
の
発
見
に
書
与
す
る

施
設
で
す
（
図
－
一
歩
照
）

何
西
洋
緒
田
の
下
水
道

西
洋
に
お
け
る
下
水
道
の
発
達

は
、
翠
亦
何
数
世
紀
の
古
代
ロ
ー

†
や
バ
ビ
P
y
に
お
い
て
そ
の
昔

を
発
し
て
お
り
、
古
代
の
昔
よ
り

生
活
の
中
に
お
け
る
衛
生
思
想
は

発
達
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る

近
代
に
お
け
る
下
水
道
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
P
ソ
ド
ソ
市
に
一
七
三
二

年
に
築
造
さ
れ
た
の
セ
初
め
と
し

水
洗
便
所
の
考
案
書
及
と
、
一
八

三
二
年
の
世
界
的
コ
レ
ラ
の
大
流

行
を
き
っ
か
け
に
各
由
、
各
都
市

で
急
患
に
発
達
整
備
さ
れ
て
き
た

が
、
初
期
の
下
水
道
は
、
汚
水
や

雨
水
を
再
叫
海
に
無
処
理
で
放

流
す
る
方
式
の
た
め
、
公
共
水
域

の
汚
濁
が
大
き
を
社
会
間
組
と
走

り
、
汚
水
の
浄
化
が
研
究
開
発
さ

れ
、
現
在
の
よ
う
な
処
理
施
設
七

完
備
し
た
近
代
的
下
水
道
と
し
て

発
達
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
上
i
こ
聖
誓
洋
館
誌
、
米
日
に

お
い
て
は
、
長
い
歴
史
の
中
か
ら

培
わ
れ
て
き
た
下
水
道
に
対
す
る

緒
蕨
と
、
術
生
思
想
が
現
在
に
お

け
ろ
高
い
普
及
率
塵
姦
し
、
イ
ギ

リ
ス
の
九
四
二
ハ
ガ
を
初
め
と
し

た
九
〇
％
台
の
普
及
な
達
成
し
た

も
の
と
思
わ
れ
ろ
。

H
我
が
国
の
現
状
と
公
害

わ
が
国
の
下
水
道
は
、
西
洋
諸

国
よ
り
大
巾
に
お
く
れ
、
明
治
三

十
二
年
大
阪
市
に
お
い
で
着
工
さ

れ
た
の
か
初
め
て
で
あ
り
、
処
理

書
を
完
備
し
た
近
代
式
下
水
道
旛

設
ゐ
■
手
は
、
大
正
十
二
年
の
泉

京
か
丘
初
で
あ
ゥ
た
．
わ
が
国
の

下
水
道
の
お
く
れ
は
、
し
尿
の
農

地
琴
爪
と
、
生
活
環
境
の
改
善
に

対
す
る
衛
生
思
想
の
欠
陥
が
主
な

理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
戦

後
急
患
に
発
展
し
た
産
業
、
と
り

わ
け
重
工
業
の
発
達
は
、
下
水
道

の
建
設
が
伴
な
b
す
、
公
共
水
域

へ
の
産
業
廃
水
の
無
処
理
放
洗
と

な
り
、
化
学
物
質
等
に
よ
る
汚
染

が
進
行
し
、
国
民
の
身
体
を
む
し

ば
み
、
公
害
と
し
て
大
き
泉
社
会

閣
員
と
な
っ
て
い
ろ
現
状
で
あ
り

今
日
の
遮
乱
は
す
べ
て
下
水
道
の

電
豊
備
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
っ
公
音
大
日
日
本
の
現
状
か

ら
近
年
、
下
水
道
の
必
豪
性
か
国

民
的
株
慮
と
な
り
、
ロ
、
♯
】
府

鴫
市
町
村
と
も
下
水
■
の
共
役

に
積
極
的
に
取
り
く
ん
で
お
り
士

す
が
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
末
現

在
の
普
及
事
は
、
b
す
か
二
十
ガ

に
す
ぎ
な
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。

わ
が
田
は
、
世
界
に
跨
る
経
済
大

ロ
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
が
、
下

水
道
簾
投
等
k
つ
い
て
は
、
ま
だ

後
生
白
な
み
の
現
状
で
あ
り
、
名

実
共
k
世
界
の
先
遁
ロ
と
な
る
に

は
、
下
水
道
の
♯
投
．
書
風
が
急

務
と
い
ね
虚
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

珂
私
た
ち
と
下
水
■

私
た
ち
の
村
に
お
け
る
下
水
道

の
建
設
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら

■
エ
し
、
現
在
計
画
面
積
の
四
九

％
に
あ
た
る
七
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
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工
事
を
完
成
し
、
各
象
鹿
か
ら
の

♯
続
使
用
か
可
能
と
な
ゥ
て
お
り

ま
す
が
、
個
々
の
排
水
般
億
の
甘

瓦
か
お
も
わ
し
く
な
く
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
在
来
の
道
路
測
溝
、
排

水
路
な
利
用
し
て
汚
水
を
排
除
し

て
い
る
た
め
、
払
た
ち
の
生
活
環

積
の
浄
化
、
改
書
が
な
さ
れ
て
な

い
は
か
り
で
な
く
、
た
れ
施
し
の

汚
水
は
、
払
た
ち
の
書
い
の
増
せ

あ
る
べ
き
比
謝
川
に
沈
入
し
、
現

在
見
ら
れ
る
と
と
く
汚
染
、
汚
濁

が
進
行
し
、
死
の
川
に
変
貌
し
っ

つ
も
り
量
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に

比
相
川
は
、
県
民
の
飲
料
水
と
し

て
の
上
水
道
取
水
池
に
な
っ
て
お

n
＝
王
す
が
、
汚
染
が
こ
の
士
ま
進

行
す
れ
ば
、
沖
札
の
水
道
事
情
に

王
大
友
影
響
を
及
ぼ
す
結
果
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
沖
札
の
限
り
あ

る
水
牛
蘇
な
ま
も
り
、
昔
の
自
然

な
取
り
も
ど
す
と
共
に
衛
生
的
、

文
化
的
生
活
を
営
む
た
め
に
も

下
水
道
な
癌
崩
し
た
排
水
設
備
の

≠
改
む
急
ぎ
士
L
ェ
う
。

◎
下
水
遭
の
任
用
で
き
る
地
域

木
村
に
お
け
る
下
水
道
計
画
は
、

昭
和
四
十
四
年
琉
政
時
代
に
、
米

国
民
政
府
が
作
定
し
た
、
沖
鶏
中

軸
郡
統
合
下
水
道
計
画
に
基
づ
き

計
画
立
稟
き
れ
、
昭
和
四
十
五
年

度
か
ら
本
格
的
事
業
に
着
手
し
て
．

現
在
十
か
年
計
画
の
第
五
年
次
と

し
て
建
設
整
備
を
継
続
中
で
あ
り

生
活
環
場
の
整
備
と
、
近
代
都
市

の
建
設
を
臼
き
し
、
村
の
重
要
施

策
と
し
て
多
額
の
賞
金
を
投
入
し

て
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
私
た
ち
が
排
水
設
備
を
設
置

す
る
こ
と
に
上
り
、
下
水
道
な
使

用
で
き
る
地
域
は
、
各
行
政
区
忙

ま
た
が
っ
て
お
り
、
計
画
処
顔
面

機
一
四
亡
、
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
四

九
％
に
あ
た
る
七
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

が
建
設
整
備
さ
れ
、
二
、
－
五
〇

世
帯
一
q
三
一
五
人
が
下
水
道

を
使
用
し
て
快
適
な
生
活
を
官
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
図
－
2
参
照
）

◎
下
水
遭
法
と
私
た
ち
の
暮
橋

井
々

公
共
下
水
道
が
≠
設
豊
催
さ
れ
、

排
水
設
備
を
設
正
す
九
は
、
下
水

道
施
設
を
活
用
し
て
、
一
般
家
庭

及
び
商
業
活
動
等
に
よ
っ
て
生
じ

る
一
切
の
汚
水
を
衛
生
的
忙
処
鹿

放
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
へ
処

理
開
始
の
告
示
）
に
な
っ
た
地
域
は

下
水
道
法
第
一
〇
桑
及
び
村
下
水

道
条
例
第
三
巣
に
基
づ
き
、
個
人

も
し
く
は
法
人
（
建
物
の
所
有
者

等
）
は
自
己
の
書
任
に
お
い
て
遅

滞
な
く
排
水
設
備
を
設
置
し
公
共

下
水
道
に
捷
琉
す
る
義
務
か
生
じ

ま
す
。
ま
た
、
処
理
開
始
の
公
示

の
日
よ
り
三
年
以
内
に
く
み
取
式

便
所
（
浄
化
槽
式
水
洗
便
所
も
含

む
）
を
改
造
し
下
水
道
に
接
続
し

て
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

遺
む
下
水
遭
工
事

と
か
下
水
道
法
界
二
女
の
三
に

規
定
さ
れ
て
お
り
、
も
し
三
年
以

内
に
便
所
の
改
造
を
含
め
た
排
水

設
備
七
設
i
し
な
い
場
合
は
公
共

下
水
道
管
理
者
（
村
長
）
の
改
書

命
令
七
受
け
る
卑
共
に
特
別
の
事

由
の
あ
る
場
合
を
除
き
下
水
道
法

第
四
八
巣
に
上
り
－
〇
万
円
以
下

の
罰
金
を
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

◎
排
水
設
備
と
指
定
工
事
杜

排
水
設
備
と
は
、
公
共
下
水
道

の
完
備
し
た
地
墟
（
処
理
区
域
）

に
お
い
て
、
建
物
も
し
く
は
土
地

の
所
有
者
等
示
自
己
の
十
任
と
負

担
に
お
い
て
建
設
管
理
す
る
公
共

下
水
道
（
汚
水
マ
ス
）
に
接
続
す

る
ま
で
の
払
設
下
水
道
（
図
－
ュ

参
照
）
セ
い
い
量
す
．

排
水
設
備
は
、
設
正
後
永
年
に
わ

た
っ
て
維
持
管
理
妄
す
る
関
係
上

級
絹
基
準
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

下
水
重
法
の
委
任
七
受
け
て
、
村

下
水
道
条
例
に
ょ
り
、
排
水
設
備

工
事
指
定
店
制
度
が
設
け
ら
れ
て

お
り
童
す
．

工
事
指
定
店
の
資
格
等
に
つ
い
て

は
村
の
行
う
工
事
主
任
技
術
者
の

試
験
に
合
格
し
、
か
つ
、
長
年
に

わ
た
る
工
事
の
実
積
を
審
査
し
て

指
定
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
排
水

設
備
の
技
術
基
準
を
含
め
工
事
千

の
高
騰
を
防
ぐ
た
め
、
単
価
等
の

協
定
を
し
て
あ
り
ま
す
．
な
お
、

現
在
の
指
定
工
事
社
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

◎
工
事
の
申
込
み

排
水
設
備
の
工
事
は
、
村
が
指

定
し
た
工
事
指
定
店
で
な
け
れ
ば

工
事
を
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
し
た
が
い
童
し
て
排
水
設

備
な
設
■
し
上
古
と
す
る
建
物
の

所
有
者
等
は
指
定
店
に
設
計
及
び

工
事
施
行
を
依
頼
し
ま
す
と
、
指
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料　　　　金　　　　表　　　　　　単位　円 

種　別 �基本料金（1ケ月につき） ��超　過　料　金 
汚　　水　　1 �料　金 �（1立方メートルにつき 

一　敗　用 �8立方ノーいレまで �200 �25 

浴場営業用 �100立方メートルまで �1－260 �25 

臨　時　用 �1立方メートルにつき �36 � 

図－1　　下　水　道　の

排水段傭

（私設下水迅・使用者管理）　公共下水道（市町手摺理）

報広村納手裏号76第

定
店
は
村
に
村
す
る
申
請
そ
の
他

一
切
の
手
続
き
を
代
理
し
、
★
任

を
も
ゥ
て
工
事
を
施
行
完
了
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

工
事
を
個
人
が
行
な
っ
た
り
、
村

の
指
定
店
以
外
の
工
事
社
に
施
行

さ
せ
ま
す
と
、
臭
例
に
違
反
す
る

こ
と
に
な
り
生
す
の
で
、
せ
っ
か

く
完
成
し
た
排
水
設
備
が
公
共
下

水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
も
は
か
り
で
な
く
、
罰
金
を

課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

モ
ご
注
意
下
さ
い
。

◎
工
事
費
の
融
書

く
み
取
式
便
所
の
水
洗
化
を
含

む
排
水
設
備
の
工
事
十
に
対
し
て

一
度
に
負
細
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
、
■
高
一
五
万
円
を
限
度

と
す
卑
腎
金
貨
付
制
度
が
あ
り
ま

す．こ
の
制
度
は
、
村
内
に
居
住
す
る

人
が
処
理
区
域
内
に
お
い
て
自
己

の
所
有
す
ろ
家
庭
の
便
所
の
改
造

（
水
洗
化
）
を
伴
う
排
水
設
備
の

設
正
に
対
す
る
十
用
を
、
－
時
的

★
用
負
担
の
軽
減
と
下
水
道
の
普

及
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
貸

付
す
る
も
の
で
、
村
内
に
居
住
し

か
つ
、
償
還
能
力
を
有
す
る
人
で

あ
れ
は
ど
な
た
で
も
借
入
す
る
と

と
が
で
き
ま
す
。

こ
q
制
度
の
特
長
は
、
村
が
村
償

及
び
村
十
で
資
金
を
確
保
し
、
利

用
者
に
無
利
子
七
二
四
か
月
均
一

償
還
を
原
則
と
し
て
貸
付
す
る
有

利
な
条
件
を
備
え
て
お
り
隻
す
の

で
最
大
限
に
活
用
さ
れ
る
よ
～
希

望
し
ま
す
．
た
だ
し
、
建
築
基
準

法
の
通
用
な
受
け
ろ
家
屋
の
新
築

等
の
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
の
七

と
了
承
下
さ
い
。

◎
下
水
■
任
用
料
金

下
水
道
事
業
は
建
盈
工
事
に
莫

大
な
音
金
を
必
要
と
す
る
は
か
り

で
な
く
、
汚
水
の
処
理
委
託
呵

事
務
廿
等
施
設
の
維
持
管
理
に
要

す
る
経
千
も
大
を
ろ
も
の
が
あ
り

ま
す
の
で
、
下
水
道
法
及
び
村
下

水
道
条
例
に
基
づ
き
下
水
道
使
用

料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
匠
を
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
料
金
の
み
で
年
間

の
必
要
経
書
な
ま
か
左
耳
と
と
は

と
～
て
い
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
一

般
財
源
か
ら
繰
入
れ
を
前
提
と
し

た
政
策
料
金
で
あ
り
ま
す
の
で
、

水
道
料
金
の
約
四
〇
％
で
あ
り
、

浄
化
槽
の
年
間
維
持
管
理
i
‡
石

安
く
走
っ
て
お
り
ま
す
。

楽
下
水
道
、
排
水
設
備
官
金
の

融
資
等
詳
細
に
つ
い
て
の
ご
相
談

御
問
合
せ
は
、
村
役
場
建
設
課

（
t
話
二
〇
〇
一
・
二
六
二
八
）

士
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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国民年金だより 

（職　人，　　国民年金改正表

〟l　　　　tl ����改　　　　　正　　　　　　前 �����故　　　　正　　　　隆 ����t　　▲　　月 
几　ゝ　分 ��附．Ⅶ拾11 � �t往 �よ　■　分 ��所得比の分 �什 �利和▲9年9月 

は べ 11 を l鏑 ■） 乙 年 金 �lE ■J q二 全 �35隼 ��210．000円 り欄 20．UOO円） ��60．仙〇円 （月■ 5－0の円〉 ��3tJU．仙DM （月■ 25．000円） �278．610円 （月1l 23．220円） ��60．Ot柏円 （月1 5．000円） �338．640円 ‖】■ 28．220円） 

10年 ��150．U血円 （Il濾 I2．500円） ��－ ��】SlI．tカ0円 川■ ほ．500円） �171．1SOlり （1】■ H．52且l円） ��－ �174．150円 （月中 14，致250円） 

5年 ��96．（和0円 （月■ 8．000円） ��－ ��餌，000円 くり■ 与．t旧0円） �‖1．456円 （円中 9．288円） ��－ �111，456円 くけ■ 9．288円） 

■1：年　金 �111 �� ����� 
2・帆 �� �0．UOO円　（月1 ��UOH） �� 

けJ・、噌付F 瓜レ】年豊 ��� �0．00 12 2f・ 3f �（ と �U．仙0川り �� 

†か2人乱上のとさ 

な　　■　　年　　主 ���藍■I年 ��租の　ち ���七■甘食■のし 

絶　仁　一　印　書 ��� ����� 

藍　●I細　址 ��仝 � ����� ���� 

址 年 会 �乙岬持　別　拾 ��1童 �痛．uOOl ��（ �（泊M） ��61，． � 

甘苦臓壮年貪「 ��ll �90．000 ��（l �仙HJ ��135． � 
は �60．OuO円　（月中 ���5．的0円） ��90． � 

78．1カ0円（月中 ���） ��ll � 

遥11分 ����l �につき　　　　　9 �� ��l �つき　　　1100円 ���鮎わ50年　1月 

附　加　分 ����1 �につき　　　　100円 ����1 �につき　　　　▲∝l円 ��� 

（5　年年豊）の西金 ����利点3 生れた 55才 30日 �年りI2t】一明塙 （昭和36年4月 ��も。 ��昭和39句 生れた占（ 55才七一 30u士で � ��� 

断裁硝出口剛 ��比の � ��左 今川 �じ 6．1も上梓 ���恥和小叩巨　9周 

セIlな1。 

児童扶葦
手　　当

昭
和
四
十
八
年

度
平
均
の
全
日
消

す
者
物
価
指
数
が

昭
和
凶
十
七
年
度

に
比
し
て
、
十
六
、
一
％
上
昇
し
た
　
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
九
年
九
月

こ
と
に
伴
い
年
金
鎖
が
別
表
の
と
お
　
以
降
の
月
分
か
ら
通
用
さ
れ
る
こ
と

り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
法
に
上
る
年
金
の
給
付

に
な
り
ま
し
た
。

支
給
額
が

ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た

一
、
児
暮
扶
書
手
当
制
度
の
あ
ら
ま

し
川
手
当
な
受
け
ろ
こ
と
が
で
き
る

人。
児
童
扶
♯
手
当
げ
、
日
本
国
内

に
住
所
を
有
す
る
日
本
国
民
で
、

父
親
の
な
い
家
島
の
児
童
、
ま
た

は
、
父
親
が
身
体
障
害
や
長
期
の

病
気
中
な
ど
の
家
庭
で
児
童
の
心

身
が
す
こ
や
か
忙
成
長
す
る
上
～

に
、
そ
の
児
童
の
母
、
ま
た
は
、

母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
暮
せ
養
育

し
て
い
ろ
人
に
支
給
さ
れ
士
す
。

た
だ
し
、
障
害
福
祉
年
金
及
び
毛

令
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金
を

う
け
ち
こ
と
が
で
き
る
人
、
ま
た

は
、
所
得
鎖
が
別
麦
の
限
度
親
を

超
え
ろ
人
に
は
、
手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

何
対
象
と
走
る
児
童

〇
才
か
ら
義
務
教
育
終
了
前
、

ま
た
は
、
二
〇
才
東
浦
で
心
身
に

障
害
の
あ
る
考
で
、
次
の
い
づ
れ

か
に
該
当
す
る
児
童

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
親
と

別
れ
て
生
活
し
て
い
る
児
▲

㊥
父
が
死
亡
し
た
児
童

⑨
父
が
廃
疾
の
状
態
に
あ
る
児
土

④
一
年
以
上
引
続
き
、
父
が
法
律

に
上
り
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑨
一
年
以
上
引
続
き
、
父
が
生
死

不
明
の
児
童

◎
一
年
以
上
引
続
き
、
父
か
ら
遺

棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
婚
姻
に
ょ
ら
な
い
で
生
れ
た
児

i
や
捨
て
子
な
ど

H
手
当
の
朝
（
四
十
九
年
九
月
か

ら）児
童
一
人
の
場
合
　
へ
　
八
〇

〇
円

児
章
一
人
士
で
は
一
q
六
〇
〇

円
．
以
下
三
人
か
ら
は
児
i
一
人

増
え
云
ご
と
に
、
月
四
〇
〇
円
増

伺
手
当
の
支
給
開
始
月

手
当
は
、
手
当
を
受
け
る
こ
と
の

で
き
る
人
が
請
求
し
た
月
の
翌
月

か
ら
支
給
き
れ
ま
す
．

㈹
手
当
の
支
払
日

毎
年
度
一
月
十
一
日
、
五
月
十
一

日
、
九
月
十
一
日
の
三
期
に
分
け

て
そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
前
月
ま
で
の
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今年もよろしくお掛1いたします

四
か
月
分
が
ま
と
め
て
支
払
わ
れ

ま
す
。

一
一
特
別
児
▲
扶
t
手
当
及
び
轄
別
橿

牡
手
当
の
あ
ら
ま
し

明
手
当
を
受
け
ろ
こ
と
が
で
き
る

人
こ
の
手
当
は
、
身
体
ま
た
は
、

精
神
に
重
度
の
障
害
七
有
す
る
者

の
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
る
た
め

そ
の
着
せ
監
護
す
る
父
、
も
し
く

は
母
ま
た
は
、
父
母
に
か
わ
っ
て

そ
の
者
を
♯
育
し
て
い
る
人
に
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
廃
疾
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
（
障
害
福
祉
年
金
を
除
く
）

の
給
付
な
受
け
る
こ
と
か
で
き
る

人
－
重
た
は
、
所
得
額
か
別
表
の

限
度
額
な
超
え
ろ
人
K
は
手
当
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
r

何
対
象
と
を
も
者

○
特
別
児
童
扶
♯
手
当

精
神
の
発
達
が
お
く
れ
て
い
る

た
め
、
日
常
の
生
活
に
お
い
て
、

常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
程
度

の
状
態
に
あ
る
児
童
及
び
五
度
の

身
体
障
害
児

○
特
別
福
祉
手
当

葺
度
の
精
神
i
諭
及
び
重
度
の

身
体
■
害
が
重
複
し
て
い
る
た
め

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の

介
護
七
必
要
と
す
る
程
度
の
心
身

障
害
児
者

H
手
当
の
鶴
（
四
十
九
年
九
月
か

ら）特
別
児
亜
扶
養
手
当
一
人
に
つ
き

二
、
三
〇
〇
円

特
別
福
祉
手
当
一
人
に
つ
き

三
、
0
0
C
円

（
支
給
開
始
月
と
支
払
日
に
つ
い

て
は
、
児
皇
扶
簾
手
当
に
同
じ
）

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
な
お
知
り

忙
な
り
た
い
方
は
村
役
場
厚
生
課

四
咽
八
九
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い

－
r
■
川
r
－
川
r
■
一
r
－
川
r
l
r
■
川
r
l
r
．
t
r
J
r

〝
ゆ
く
え
不
明
の
人
を

さ
が
す
無
料
相
談
所

を
開
設
〃

み
な
さ
ん
の
ご
家
族
で
、
家
出
後

を
ん
の
音
信
も
な
く
、
安
否
女
気
づ

か
わ
れ
て
い
る
家
族
の
た
め
に
「
ゆ

く
え
長
明
の
人
を
書
か
す
相
談
所
」

を
次
の
よ
う
に
開
設
し
ま
す
。

◎
家
出
人
の
l
ち

。
自
殺
の
お
そ
れ
が
あ
っ
た
人

○
病
気
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
な
ど
で
家

出
し
た
人

○
長
期
呵
消
息
か
わ
か
ら
な
い

人

◎
相
談
の
目
時
と
場
所

肇
日
時
　
九
月
一
日
～
九
月
三
〇

日
　
午
前
九
時
～
牛
後

四
時

楽
場
所
　
沖
縄
県
書
察
本
部

嘉
手
納
t
察
壬

（
刑
事
課
少
年
係
）

昨
年
の
共
同
募
金
運
動
は
、
白

線
貌
六
三
一
、
五
〇
〇
円
に
対
し

七
二
六
、
九
九
五
円
と
い
う
予
想

以
上
の
実
積
を
お

さ
め
ろ
こ
と
か
で

き
ま
し
た
。

こ
の
浄
財
は
、

社
会
福
祉
早
業
に

大
い
に
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
し

た。こ
れ
も
ひ
と
え
に

村
民
皆
様
の
社
会

福
祉
事
業
k
対
す

る
深
い
ご
理
解
と

ご
支
援
に
エ
ろ
も

の
で
、
ご
芳
志
に

対
し
深
く
感
謝
申

鯛
雛
‥
措
畔
巾

か
月
間
第
二
十
三
回
募
金
運
動
か

実
施
さ
れ
生
す
の
で
、
昨
年
忙
倍

香
典
返
し

◎
嘉
手
納
村
字
嘉
手
納
七
－
三
番
地

の
比
嘉
加
那
さ
ん
か
ら
、
村
育
英
会

（
金
長
町
由
宗
晃
）
　
に
対
し
ま
し
て

金
一
封
の
ご
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ヒ
月
八
日
他
界
さ
れ
ま

ま
す
き
つ
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
量
す
。

農
事
納
村
社
会
福
祉
協
i
吉

会
長
　
古
謝
　
得
善

昭
和
四
十
八
年

大
口
寄
附
者
ご
芳
名
　
船
木
閲

◎
一
五
、
C
0
0
円

嘉
手
納
地
区
金
融
協
会
・
国
場

胤
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
販
売
部

◎
一
〇
、
〇
〇
〇
円

0
．
K
嘉
手
納
給
趨
所
、
松
皇

忠
仁

◎
　
ヒ
、
0
0
0
円

比
諸
川
琴
電
　
比
謝
川
t
気

◎
　
六
、
0
0
0
円

進
和
商
事

◎
　
五
、
0
0
0
円

エ
ユ
ー
ス
ー
パ
ー
ラ
ン
ド
リ
ー

嘉
手
納
村
農
喝
丸
新
鉄
工
所

宮
平
自
動
皐
商
会
、
コ
ザ
借
用

金
渾
嘉
手
納
出
張
所
、
前
川
タ

ク
シ
ー
、
嘉
手
納
ト
ヨ
タ
自
動

車
商
会
、
比
謝
川
タ
ク
シ
ー
、

比
謝
川
ガ
ス
、
嘉
手
納
貸
住
宅

三
三
■
J
l
t
r
三
言
・
i
l
r
三
一
≡
1
1
【
一
■
主
卓
写
・
～
一
三
言

し
た
重
力
マ
ド
さ
ん
の
香
典
返
し
と

し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
す
．
ご
意
志

に
そ
っ
て
、
育
英
資
金
と
し
て
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
●

◎
嘉
手
納
村
字
鳥
手
約
九
番
地
ゐ
伊

礼
オ
ー
さ
ん
か
ら
「
村
内
の
ま
す
し

い
方
た
ち
の
た
め
忙
役
立
て
て
下
さ

い
」
と
い
う
こ
と
で
、
村
と
県
の
社

組
合
、
琉
戎
生
色
．
親
盛
英
文
…

開
門
日
露
㌍
岬

錯
絹
椚
…
…
絹
日
脚

◎
城
謂
打
　
　
≠

絹
轟
□
…
鴇
…
㌍
仙

㌍
里
椚
㌍
当
…
用
仙

㌍
錆
絹
摘
霊

…
紺
黒
い
∬
＝
㌶
側

溝
誓
絹
‥
糾
霊

文
最
悪
悪
、
千
原
．
仰

卑
　
昭
和
電
気

◎
安
髭
離
貰
　
脚

◎
　
二
、
0
0
0
円

仲
尾
金
物
店
、
伊
礼
畏
乎
肋

㍉
持
．
拍
摘
錘
毒
し

仝
福
祉
協
議
会
忙
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ

一
五
万
円
ず
つ
の
ご
奇
相
が
あ
り
ま

した。こ
れ
は
七
月
二
十
九
日
他
界
さ
れ

ま
し
た
夫
伊
礼
春
昌
氏
の
香
典
返
し

と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ご
意

志
に
そ
っ
て
役
立
て
た
い
と
思
い
ま

す。


